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効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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最大財産P: 残り財産P：

南雲 圭介(なぐも-けいすけ)
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3 [LV*2]+【肉体】
7
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CR+アームズリンク+ライトニングリンク 6
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亜純血 "デミブリード"
実家

神代 早月
懐旧
感服

食傷
劣等感
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伸縮腕 3

ライトニングリンク 3
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リミット

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

R中自身の攻+[LV]d 移動不可+移動効果受けない UAP32

R中武器を作成,装備 IAP104

組み合わせた判定のC値-LV(下7) EAP129

判定+d EAP37

射程変更 判定-[3-LV]d EAP67

攻+[LV*4] HP-5(失う) HRP78

「くぁ……。あー、夜通し働いた後の1限ダリ～……」
「正義感？ や、別にンなこと考えてやっとらんよ。金払いのいいバイトじゃけぇ」

◆概要
都内の私大に通う大学生。
大学進学を機に、地元の九州から出てきたばかりで、最近ようやく都会での生活に慣れてきた。
学校生活はまあそれなりに謳歌しているタイプ。昼休みは誰かしらと一緒に食堂にいて、週1ペースで誘われた飲み会に顔を出し、連休は仲のいいグループで遠出
の計画を立てる程度には大学生然とした生活を送っている。
地元はド田舎で、凡そ娯楽と呼べるものに乏しかったので、こちらに来てからの生活は楽しくて刺激的だと感じており、遅れてやってきた青春を謳歌している。
実家からの仕送りはされているが、遊びたい盛りなので常に金欠。以前は夜勤バイトなどを入れまくっていたが、オーヴァードに覚醒してからは、UGNからの報
酬をアテにして生活している。

◆性格・容姿等
ザ・やる気のない大学生。
講義は半分くらい寝て過ごし、就職のことを漠然と考えたり考えなかったりしながら、唯々諾々と目先の楽しみを享受している。
UGNに所属していることについても、日常を守るどうのという考えではなく、金払いのいいバイトの応募条件にたまたま合致した、くらいの感覚でいる。その分
危険も伴うが、それについて深刻に考えるほどの理由も信念も特にない。
流されるままに生きて、死んだら死んだで特に未練と呼べるものもない。日々何かしら・誰かしらで刺激を得ているが、自己と呼べるだけの芯に欠けている。そ
ういう意味でもテンプレ大学生っぽい感じ。
「とりあえず都会人っぽいことを片っ端からしてみよう」というモチベーションで、髪は上京してからはじめて染めた。パーマもあてている。ピアスも開けた。
友人にオシャレ番長がいるので、そいつに倣って服飾が趣味になった。休日はよく、友人と古着屋を巡るなどしている。
努めて標準語で喋ろうとしているので、たまに会話がぎこちない。感情的になったり、気のおけない友人といるときなどは、つい方言が出ることも。
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